
②調査事項 
 平成２５年９月調査の結果 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 ９月１９日油漏れ事故船舶の撤去（鳥羽海上保安部 指導） 

  第７回 勢田川等水面利用対策協議会 

日時：平成２５年１０月１７日（木） 

   １５：１５～１６：３０ 

場所：三重県伊勢庁舎３階３０１会議室 

   （伊勢市勢田町６２８番地２） 

協議会の様子 

勢田川等水面利用対策協議会委員 
 宇治山田港湾整備促進協議会 
 ＮＰＯ法人神社みなとまち再生グループ 
 伊勢湾漁業協同組合 
 伊勢湾漁業協同組合 今一色支所 
 伊勢市大湊町振興会 
 伊勢市神社港自治会 
 伊勢市下野町自治区 
 伊勢市通町公民館 
 伊勢市一色町自治会 
 伊勢市田尻町会 
 伊勢市二見町今一色区 
 三重県 県土整備部 流域管理課 
 三重県 県土整備部 港湾・海岸課 
 三重県 伊勢建設事務所 
 伊勢市 都市整備部 
 伊勢警察署 生活安全課 
 鳥羽海上保安部 
 国土交通省中部運輸局 鳥羽海事事務所 
 国土交通省中部地方整備局 河川部 
 国土交通省中部地方整備局 三重河川国道事務所 

 議 事 の 内 容  

①前回までの協議事項・報告事項 
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船舶数の変動 

４条件× 
４条件○ 

平成２２年１月調
査開始時から約100
隻の減少 

４条件×の船舶の
うち船検切れが多
い。 

台風１８号の影響で
勢田川に係留してい
た船舶が沈没。鳥羽
海上保安部の指導に
より撤去。 



③報告事項 
 係留場所の確保増（今一色漁港区） 

 平成２５年８月１日 

今一色漁港区船舶係留対策協議会発足 
施設管理・運営についての管理協定締結 

               （伊勢市） 
放置等禁止区域の指定 

         （港湾管理者 三重県） 
河川法に基づく許可（河川管理者 国土交通省） 
港湾法に基づく許可（港湾管理者 三重県） 

 
 さらなる係留場所の確保増へ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

２１４隻の係留場所を確保 

第２の今一色漁港区を早急に見
つける必要がある。 
 
次につなげて行かないと今一色
漁港区の努力が無駄になる。 
 
課題は管理主体となる団体が決
まらないこと。 

④協議・検討事項 
 対象船舶数の減に向けて 

再係留防止策 
係留禁止等の看板の増設 
指示書の送付の検討 
ブイやブロックの設置の検討 
使用されていない係留環の調査 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

⑤その他 
 利用者のマナーの問題 

 防潮扉を開けたままの利用者が多く、地元は困っている。 
  （複数の地区で同じ問題がある） 
 
 完成したばかりの堤防に係留用の杭を打ち込む人がいる。 

 係留場所の確保増に向けて 

 地域主導による係留施設つくり 
 民間マリーナの占用許可施設の拡張 
 現状施設を整備することで、係留場所を

確保 
 新たな係留場所の確保 

看板の増設 ブロックの設置例 使用されていない係留環 



 
● 対象船舶数の減について 

 
 ・ 係留禁止等の看板の増設、使用されていない係留環の調査、再係留防止対策の検討、 
   重点的撤去区域内における警告書等の撤去指導等、今後も継続して実施していく。 
 
● 係留場所の確保増について 

 
 ・ 今一色漁港区の許可施設を参考に、その他の現状施設の占用許可及び、新たな係留 
   場所の確保を含め検討し進めていく。 
 
● 今後の進め方について 
 
 ・ 平成２８年度の目標に、行政と地域が協力して再係留の防止対策、係留場所の確保 
   増については現状施設の整備を含めて検討していくことを確認しました。 

次回の勢田川等水面利用対策協議会は

平成２６年７月に開催予定。 

 今回の協議会において確認及び決定した事項 
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